
  
掘削現場での汚染土壌等の詰め替え作業について 

井戸水の飲用等の自粛について 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

掘削テント内における密閉容器への詰め替え作業は順調に進んでおり、最

終的な密閉容器数は約１０万個になる見込みですが、１２月１３日現在、その

うちの約５２、７００個の詰め替えが終了しました。 

作業中は、安全な環境を保つために、掘削テント内と敷地境界で粉じんの環

境モニタリングを連続測定で実施しております。  

詰め替え済み密閉容器について、鹿島臨海工業地帯内の新規保管テント

への搬出作業も着実に進んでおり、１２月１３日現在で７２０パレット（密閉容器

約２６、０００個）の移動を完了しております。現場周辺の方々には日々の搬出

入でご迷惑をお掛けいたしますが、万全の体制で周辺の皆様に支障の無い様

実施いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

以前からお知らせしておりますが、ジフェニルアルシン酸（ＤＰＡＡ）等が引き

続き検出されている状況を踏まえ、現在、井戸水の飲用等の自粛をお願いし

ている地域においては、引き続き自粛をお願いいたします。 

 

次号（第５５号）は、平成１９年１月１５日発行とさせていただきます。 

また、その後は、毎月１回（１５日）の発行とさせていただき、必要に応じて臨

時号を発行いたしますのでよろしくお願いします。  
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お問い合せ・御質問は下記の窓口へ御連絡下さい。 

鴻池組現場事務所    0299-92-0862 

環境省環境リスク評価室 03-5521-8262  (http://www.env.go.jp) 

茨城県環境対策課    029-301-2966  (http://www.pref.ibaraki.jp) 

神栖市環境課      0299-90-1146 (http://www.city.kamisu.ibaraki.jp) 


